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新鮮な魚を地域の人にも食べてもらいたい
という思いから始まった ｢朝獲れ朝市｣。10
年を過ぎた今、市内外から大勢の人が来てく
れるようになりました。この日は朝市でも珍
しい 8kg のタイの入荷に、開場前の市場も騒
然となりました。また前日海が荒れると「楽
しみに来てくれるお客さんの思いに応えられ
るだろうか」と心配する姿に漁師の心意気が
感じられました。

表 紙

三豊市の人口 ※平成25年5月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,086 世帯（+41） 総人口 66,980 人（-48） 男 31,943 人（+14） 女 35,037 人（-62）

保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

特集　瀬戸内の魚にこだわって

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

6月のお知らせ

春の叙勲・危険業務従事者叙勲・知事表彰 ／
更生保護サポートセンター開所 ／ 市職員募集 ／ 
期日前投票所統合 ／ 国民年金 ／ 農業者年金 ／ 本人通知制度 ／ 
住基カードの申請・交付　など

市営住宅 ／ 介護保険負担限度額認定証の更新 ／ 
障害者対象の新規事業 ／ 健康診査 ／ 声かけ・見守り活動事業 ／ 
瀬戸内国際芸術祭に向けて　など

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会　など

男女共同参画社会 ／ 文化財を訪ねて ／ まちづくり推進隊

病児・病後児保育 ／ 児童手当現況届 ／ 
ウィズの会 ／       's  Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 
乳幼児健診など
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瀬戸内の魚に

毎日の食卓で魚介類をどれほど食べていますか。
瀬戸内海での漁獲量は少量ですが、種類が多いこと
が特徴です。この美味しい魚介類を守るため、県・
市町・漁協ほか他の団体も豊かな海づくり活動に取
り組み始めました。
今月の特集は漁師を取り上げることで、地元産の
新鮮な魚介類をもっと知ってもらうとともに、地元
水産物の振興を考えていきます。

こだわって

特 集

2
月
に
完
成
し
た
「
三
豊
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」。
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
制
度
の

案
内
、
毎
日
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
情
報
、
医

療
機
関
の
リ
ス
ト
や
歴
史
・
自
然
・
文

化
財
な
ど
、
市
の
魅
力
も
掲
載
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
凝
縮

し
た
1
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

電
子
書
籍
化
さ
れ
て
、
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
自
宅

で
な
く
て
も
「
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
」
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

暮
ら
し
の
手
引
き
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

の みちしるべのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの みちしるべ
～市ホームページには情報が満載～ http://www.city.mitoyo.lg.jp/

暮
ら
し
の
情
報
が
ぎ
っ
し
り
！

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

トップページ関連バナー欄
「暮らしのガイドブック」
をクリック !

豊富な種類が自慢

～

旬を迎えるボイセンベリー
旬を迎えるボイセンベリー
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みんなで瀬戸内海
を守りはぐくむ

新鮮を届ける力
ここにあり

深
刻
な
後
継
者
不
足

漁
業
に
お
い
て
も
漁
師
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
は
深
刻
で

す
。
最
近
で
は
経
費
の
中
で
高

い
割
合
を
占
め
る
燃
料
費
の
高

騰
や
魚
価
の
下
落
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

県
農
林
水
産
統
計
年
報
に
よ

る
と
市
内
に
お
け
る
漁
業
の

軒
数
の
推
移
は
平
成
16
年
に

1
6
8
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

20
年
に
は
1
3
8
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
漁
獲
量
は

平
成
15
年
に
2,
1
2
7
ト
ン

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
に

は
1,
3
8
9
ト
ン
と
約
65
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

稚
魚
放
流
な
ど
で

活
性
化
や
環
境
保
全

三
豊
海
域
活
性
化
協
議
会
で

は
、
毎
年
、
三
豊
海
域
の
11
カ

所
で
水
質
検
査
を
行
っ
た
り
、

燧
灘
と
備
讃
瀬
戸
沖
に
、
毎
年

交
互
に
稚
魚
を
放
流
し
た
り
、

休
漁
日
を
つ
く
る
な
ど
、
豊
か

な
瀬
戸
内
海
を
守
る
た
め
、
漁

業
協
同
組
合
な
ど
と
協
力
し
て

三
豊
海
域
の
活
性
化
や
環
境
の

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
初
！

県
下
全
域
で

豊
か
な
海
づ
く
り

香
川
県
で
は
山
・
川
・
里
・

海
を
つ
な
ぎ
、
一
体
的
に
環
境

の
保
全
・
再
生
に
取
り
組
む「
か

が
わ
『
里
海
』
づ
く
り
協
議
会
」

が
4
月
24
日
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
県
下
全
域
で
取
り
組
む
の

は
全
国
初
で
、
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
を
は
じ
め
県
農
業
協

同
組
合
・
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
・
県
森
林
組
合
連
合

会
な
ど
21
団
体
が
参
加
し
、
海

や
陸
に
人
の
手
を
適
度
に
加
え

て
、
豊
か
な
海
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

森
と
海
は

つ
な
が
っ
て
い
る

県
漁
協
青
壮
年
部
連
絡
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
今
年
初
め

て
桜
と
く
ぬ
ぎ
約
3
0
0
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
漁
業
者
が
な

ぜ
山
に
植
樹
?
と
考
え
る
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、

山
を
守
る
こ
と
で
、
養
分
を
含

む
腐
葉
土
が
川
か
ら
海
に
届
き
、

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
、

魚
介
類
の
栄
養
と
な
り
ま
す
。

4 月 22 日、仁尾小学校の児童の協力のもと、タケノコ
メバルの稚魚 23,000 匹が仁尾港に放流されました

昔、詫間に鯨がいた ?!
明治 22～30年まで、詫間町大浜で捕鯨が最盛期であっ
た記述が詫間町民俗資料館に保存されています。また
船越八幡神社絵馬堂に明治 33 年の捕鯨に使われたモ
リ (写真上 )が奉納されるなど、今では考えられない
漁の様子を知ることができます。

一本釣りをしている西詫間漁協の池田政春さん(82歳)。
毎日、イカやタイ・スズキ・メバルなどを市場に出荷しています

瀬戸内海を守るのは漁師だけではあ
りません。環境保全のために海岸清掃
を行ったり、魚介類を食べたり、最近
では森林保全も豊かな海づくりに繋がっ
ていると言われています。あなたにも
できることはたくさんあります。

三
豊
海
域
は
荘
内
半
島
の
先

端
を
境
に
、
西
を
燧
灘
、
東
を

備
讃
瀬
戸
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

漁
の
方
法
や
獲
れ
る
魚
種
も
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

市
内
4
漁
協
で
は
昔
か
ら
特

色
の
あ
る
漁
法
が
あ
り
、
仁
尾

町
漁
協
で
は
定
置
網
漁
、
西
詫

間
漁
協
で
は
底
引
き
網
漁
、
詫

間
漁
協
で
は
か
き
養
殖
、
粟
島

漁
協
で
は
ハ
マ
チ
や
フ
グ
な
ど

の
養
殖
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　市内には仁尾町漁業協同組合や詫間漁業
協同組合、西詫間漁業協同組合、粟島漁業協
同組合と４つの組合に組合員（注1）137人、准
組合員152人が登録しています。ここでは
各組合を代表する漁法に携わる漁師の頑張
っている姿を追いました。

定置網は魚の通り道の一定場所に網を仕掛け
て獲る漁法で、3 ～ 12 月頃まで行います。三
豊では 14 軒が小型定置網を仕掛けています。
(県農林水産統計年報より )
獲れる魚種は時期によって異なりますが、タ
イ・カワハギ・キス・イカなどの水揚げがあります。

獲る漁業で生きる①

小型定置網漁（桝網漁）
　　　　　×
今川利

としひろ

博さん（59歳）
　　総

そ お し

志さん（36歳）親子

（注1）組合員とは1年に90日以上漁をし、地元に1年
以上住んでいるなどの各種要件を満たす人です

こ
ぼ
れ
話 

①

西詫間漁協
たくま

たかせ

ひじだい

もとやま

かんおんじ

みの

燧
ひうちなだ

灘

備讃瀬戸

伊吹漁協煮干集出荷場

仁尾町漁協

詫間漁協

カキ共同作業所

粟島漁協

三崎

詫間町民俗資料館
詫間町考古館

三野津湾

朝獲れ朝市

おさかな市

カキ引き渡し場所

特集 瀬戸内の魚にこだわって
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親
か
ら
子
に 

子
か
ら

孫
に
技
術
を
つ
な
い
で

利
博
さ
ん
は
約
20
年
前
、
総

志
さ
ん
は
6
年
前
に
利
博
さ
ん

の
両
親
の
後
を
継
ぎ
、
漁
師
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
親
子
で
漁

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
に
い
い
も
の
を
残

し
て
や
り
た
く
て
、
網
や
ロ
ー

プ
も
新
調
し
た
り
、
網
の
数
も

増
や
し
た
ん
や
」
と
利
博
さ
ん
。

技
術
は
見
せ
る
こ
と
で
息
子
に

伝
え
ま
す
。

毎
朝
3
時
頃
に
起
き
て
漁
に

出
る
生
活
も
、
皆
さ
ん
に
新
鮮

な
魚
を
届
け
た
い
思
い
か
ら
。

一
度
設
置
す
る
と

直
せ
な
い
定
置
網

毎
日
の
漁
で
網
を
揚
げ
る
作

業
は
、
漁
を
始
め
て
早
い
時
か

ら
で
も
出
来
ま
す
が
、
網
の
設

置
技
術
は
な
か
な
か
難
し
い
よ

う
で
す
。
一
度
定
置
に
据
え
付

け
る
と
直
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
の

反
省
を
ふ
ま
え
な
が
ら
設
置
し

ま
す
。

漁
の
期
間
の
最
終
日
に
手
伝

い
の
人
を
雇
っ
て
、
仕
掛
け
て

い
た
網
を
引
き
揚
げ
ま
す
。
1

つ
の
定
置
網
に
60
個
の
い
か
り

が
入
っ
て
い
て
（
1
個
30
㎏
）、

1
個
ず
つ
引
き
揚
げ
る
の
は
体

力
が
要
り
ま
す
。
網
も
汚
れ
が

ひ
ど
い
と
揚
げ
る
の
は
大
変
で

す
。季

節
の
旬
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い

4
月
下
旬
、
タ
イ
や
イ
カ
類

な
ど
が
多
く
獲
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
カ
ワ
ハ
ギ
が
少
な
め
で

す
。
カ
ワ
ハ
ギ
は
白
っ
ぽ
く
な

り
始
め
た
ら
、
終
わ
り
に
近

づ
き
ま
す
。「
6
月
は
イ
カ
類
、

サ
バ
、
ア
ジ
、
サ
ワ
ラ
、
イ
シ

ダ
イ
な
ど
が
豊
富
に
取
れ
る
で
。

朝
獲
れ
朝
市
に
来
て
一
度
食
べ

て
み
て
ほ
し
い
な
」
と
旬
の
魚

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

販
売
に
も
意
欲
を
見
せ
て

「
今
後
は
魚
を
獲
る
だ
け
で

底引き網漁は海底に網を沈め、船で
引っ張って魚を獲る漁法です。魚種に
よっては獲れる期間が決まっています。
三豊では 60 軒が底引き網漁の許可証
を持っています。
獲れる魚種は時期によって異なりま
すが、海底にいるエビやシャコ・ヒラメ・
タコなどの水揚げがあります。

カキの種が付いたホタテの貝殻 (コレクター )を沖合いのカキ
いかだに吊るします。植物プランクトンを餌として、12月近くま
で育成します。カキの養殖は西詫間漁協や粟島漁協でも行ってい
ます。11月 23 日をカキの日と決め、全国漁業協同組合連合会が
2004 年から PRしています。

獲
る
漁
業
で
生
き
る
②

育てる漁業に向きあう① 小
型
底
引
き
網
漁　

×　

村
上
宜よ

し
の
り謙

さ
ん 

（
47
歳
）

カキ養殖いかだ　×　冨山晴
はるのぶ

信さん（62歳）

干潟のプランクトンを
守る（ちちぶの会）

毎月第 1 日曜日午前 6 時、仁
尾町の父母ケ浜に大勢が集まって
きます。ちちぶの会の会員 64人。
海浜清掃を始めて 18 年目になり
ました。
｢プラスチックゴミなどがある

と、干潟にいる植物プランクトン
が育たんのや。藻は有機肥料にな
るんでそこに置いとくんや。目立
つほどのことではないけど、海岸
を守るためみんなで頑張っとるで
｣ と会長の鴨田隆司さん。ゴミは
放っておくと波がさらい、海底に
溜まるそうです。笑顔で作業する
会員には続ける誇りがみなぎって
いました。

知
識
ゼ
ロ
と
の
戦
い
か
ら

両
親
の
後
を
継
い
で
小
型
底

引
き
漁
を
始
め
て
21
年
。「
初

め
は
知
識
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
ん
で

大
変
苦
労
を
し
た
ん
や
。
し
か

し
自
分
の
考
え
や
や
り
方
で
で

き
る
漁
師
は
自
分
に
合
っ
と
る

な
あ
」
と
村
上
さ
ん
。

長
さ
2
0
0
ｍ
の
ワ
イ
ヤ
ー

に
つ
け
た
網
を
海
に
沈
め
た
後

は
、
歩
く
く
ら
い
の
速
さ
で
、

ゆ
っ
く
り
と
操
舵
し
ま
す
。
船

の
速
度
は
獲
る
魚
種
に
よ
っ
て

変
え
て
い
て
、
最
近
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

や
魚
群
探
知
機
な
ど
便
利
な
も

の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
、

航
路
の
目
安
と
し
ま
す
。

最
高
の
漁
場
は

海
の
銀
座

水
温
が
上
が
り
始
め
る
と
昼

は
魚
が
獲
れ
な
く
な
る
の
で
、

最
近
は
夕
方
6
時
に
出
て
、
朝

4
時
頃
に
港
に
帰
り
、
市
場
に

出
荷
に
行
く
生
活
を
し
て
い
ま

す
。荘

内
半
島
の
先
端
の
三
崎
周

辺
1
㎞
の
沖
合
は
、
燧
灘
と
備

讃
瀬
戸
の
海
流
が
交
わ
る
場
所

で
、
と
て
も
よ
い
漁
場
で
す
。

し
か
し
、
海
の
銀
座
と
言
わ
れ

る
程
、
貨
物
船
の
往
来
が
激
し

い
本
船
航
路
が
通
っ
て
い
る
の

で
、
運
行
に
は
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

底
引
き
漁
は
海
底
の
土
の
上

を
網
を
滑
ら
せ
て
魚
を
獲
り
ま

す
。
6
月
は
エ
ビ
・
ア
ナ
ゴ
・

メ
ダ
カ
ガ
レ
イ
・
カ
マ
ス
・
ア

ジ
な
ど
が
獲
れ
ま
す
。

「
本
当
に
新
鮮
な
魚
は
調
理

す
る
と
身
が
ち
ぢ
ん
で
弾
け
る

ん
や
。
一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら

れ
ん
で
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

漁の途中すばやく船上で網を修理
する2人

海
の
ミ
ル
ク
は

揺
れ
な
い
い
か
だ
で

海
の
恵
み
が
豊
富
に
詰
ま
っ

て
い
る
カ
キ
は
「
海
の
ミ
ル

ク
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
三

野
津
湾
で
カ
キ
の
養
殖
を
し
て

い
る
冨
山
さ
ん
は
35
歳
で
転
職

し
、
父
親
と
漁
業
を
始
め
ま
し

た
。「
三
野
津
湾
は
高
瀬
川
の

水
が
流
れ
込
み
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
豊
富
で
な
」
と
自
慢

の
漁
場
に
あ
る
竹
い
か
だ
に
カ

キ
の
連
網
を
吊
り
下
げ
て
い
ま

ナウマン象も獲れていた
｢数年前まではナウマン象の化石がよく網にかかっていて、父が引
き揚げた牙も詫間町考古館に展示しとるよ｣と村上さん。ナウマン
象は30万年～1万5千年前、瀬戸内海が陸続きであった頃、日本に
生息しており、インド象くらいの牙(2.5m)が特徴のようです。

お
得
情
報
①

①

1
本
2,
5
0
0
円
で
す（
1
本
単
位
の
注
文
で
お
願
い
し
ま
す
）

②

1
本
に
大
小
合
わ
せ
て
約
70
個
前
後
付
い
て
い
ま
す

③

引
き
渡
し
は
12
月
〜
翌
年
2
月
の
期
間
で
す

④

引
き
渡
し
場
所
は
カ
キ
共
同
作
業
所
（
☎
83
・
5
8
5
2
）

（
宅
配
も
可
能
で
す
。
送
料
は
オ
ー
ナ
ー
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
）

⑤

申
し
込
み　

詫
間
漁
業
協
同
組
合

☎
83
・
2
0
1
6　

F
A
X 

83
・
3
0
8
4

月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
カ
キ
共
同
作
業
所
で
は
、
1
kg
単
位
で
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す　

　

 

（
電
話
予
約
必
要
）

漁
場
に
吊
る
し
て
あ
る
「
養
殖
カ
キ
」
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

グ
ル
メ
は
殻
つ
き
カ
キ
で
!!

オ
ー
ナ
ー
募
集

こぼれ話 ②

特集 瀬戸内の魚にこだわって

な
く
て
販
売
も
手
掛
け
ら
れ
た

ら
え
え
な
。
孫
で
漁
師
を
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
子
も
お
る
き

ん
楽
し
み
や
」
と
胸
に
秘
め
た

思
い
を
少
し
ず
つ
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

一
カ
月
程
中
間
育
成
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
に
は
米

粒
程
の
カ
キ
の
種
が
元
気
に
育
っ
て
い
ま
し
た



2013年6月 広報9 82013年6月広報

し
た
。
9
m
×
26
m
の
い
か
だ

に
約
1
万
枚
の
コ
レ
ク
タ
ー
を

吊
り
下
げ
ま
す
。
カ
キ
は
海
中

で
揺
れ
る
と
び
っ
く
り
し
て
口

を
閉
じ
、
大
き
く
育
ち
ま
せ
ん
。

い
か
だ
が
揺
れ
な
い
た
め
の
工

夫
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

殻
つ
き
直
焼
き
が
最
高

「
四
国
四
県
か
ら
買
い
に
来

て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
。
詫
間
漁
協

で
は
殻
つ
き
販
売
が
メ
イ
ン

で
、
缶
な
ど
に
並
べ
、
直
焼
き

す
る
の
が
香
ば
し
く
て
シ
ン
プ

ル
で
野
性
味
溢
れ
た
味
で
最
高

や
。
1
･
2
月
の
カ
キ
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
謝
に
大
切
な
グ
リ
コ

ー
ゲ
ン
が
多
く
、
ぷ
っ
く
り
し

て
な
」
と
冨
山
さ
ん
。

漁
師
同
士
が
協
力
の
輪

い
か
だ
は
一
人
ひ
と
り
の
漁

師
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
5

月
に
い
か
だ
を
浮
か
す
時
や
翌

年
3
月
に
海
底
の
ヘ
ド
ロ
を
耕

運
す
る
と
き
は
、
カ
キ
漁
師
全

員
で
力
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
共
同
作
業
が
人
手
不
足
を

補
っ
て
い
ま
す
。

養
殖
に
か
け
る

粟
島
の
漁
業

粟
島
と
詫
間
の

間
の
海
は
風
の
影

響
が
少
な
く
昔
か

ら
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。

高
島
さ
ん
も
漁
業
に
従
事
し

て
か
ら
33
年
間
で
ハ
マ
チ
や
タ

イ
、
ス
ズ
キ
、
イ
シ
ダ
イ
な
ど

の
養
殖
を
し
て
き
て
、
今
は
ト

ラ
フ
グ
の
養
殖
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

ヒ
ラ
メ
も
粟
島
だ
け
で
20

万
匹
ほ
ど
養
殖
を
し
て
い
て
肉

厚
で
お
い
し
い
と
、
阪
神
の
方

で
ブ
ラ
ン
ド
化
の
話
が
出
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
海
外
か

ら
の
輸
入
で
魚
価
が
下
が
り
、

な
く
な
り
ま
し
た
。
フ
グ
も
15

年
前
に
始
め
た
時
の
半
値
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
高
島
さ
ん
。

昔
、
高
級
魚
と
言
わ
れ
て
い
た

魚
も
今
は
高
級
魚
で
な
く
な
っ

た
上
に
、
油
代
や
輸
送
費
、
餌

代
な
ど
が
上
が
り
、
経
営
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

深
刻
さ
を
増
す

人
手
不
足

共
食
い
防
止
の
た
め
、
入
荷

後
、
60
日
を
過
ぎ
る
と
1
匹
ず

つ
下
歯
を
切
り
ま
す
。
下
歯
切

り
や
出
荷
時
は
人
を
雇
い
ま
す

が
、
最
近
は
人
手
不
足
も
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
け
す
の

上
で
の
作
業
な
の
で
慣
れ
る
ま

で
多
少
の
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
1
つ
の
理
由
で
す
。

鍋
の
味
を
変
え
る
ふ
ぐ

そ
れ
で
も
続
け
て
い
る
の
は

皆
さ
ん
に
ふ
ぐ
の
入
っ
た
鍋
を

食
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
。「
嫌
み
の
な
い
、
飽
き
の

こ
な
い
味
は
最
高
で
す
。
他
の

具
材
の
味
も
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
美
味
し
く
な
り
ま
す
よ
。
ふ

ぐ
は
毒
が
あ
る
な
ど
、
敬
遠
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
免
許
の
あ
る

人
が
調
理
し
て
い
る
も
の
は
安

心
で
す
」
と
お
勧
め
し
て
く
れ

ま
し
た
。

育てる漁業に向きあう②

網いけす養殖（フグ）　×　高島和
か ず や

也さん（55歳）

鉄製の枠に発砲スチロールの浮きをつけ、その枠に網を取り付
けたものを海中に入れて、網の中で稚魚を育てます。餌をやったり、
作業をする足場もあります。養殖は決まった広さの中で育てるた
め、環境にとても敏感でデリケートな漁業です。

天
気
が
よ
け
れ
ば
弟
の
繁
量

さ
ん
（
82
歳
）
と
、
毎
朝
1
〜

2
時
間
、
建
て
網
漁
に
精
を
出

し
て
い
る
亀
山
輝
美
さ
ん
（
84

歳
）。
亀
山
さ
ん
の
家
で
も
3

回
船
下
ろ
し
を
し
た
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
昭
和
50
年
頃
か
ら
船
の
本

体
が
木
で
な
く
、
F
R
P
（
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
に
変

わ
っ
た
ん
や
。
木
だ
っ
た
頃
は

大
切
に
使
っ
て
も
10
〜
20
年
し

か
持
た
な
か
っ
た
な
あ
。
月
に

1
回
船
底
で
松
葉
を
燃
や
し
て

火
で
あ
ぶ
り
、
虫
を
殺
し
て
ペ

ン
キ
を
塗
っ
と
っ
た
ん
や
（
現

在
は
半
年
に
1
回
）
木
船
は
新

品
か
ら
3
年
く
ら
い
は
気
を
つ

け
ん
と
虫
で
穴
が
あ
き
、
表
面

は
け
っ
こ
い
け
ど
、
木
が
レ
ン

コ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
な
。
蜂

の
子
の
よ
う
な
虫
が
お
っ
た
わ
。

新
船
を
見
る
と
嬉
し
か
っ
た
な
。

こ
の
船
で
た
く
さ
ん
獲
る
ぞ
と

力
が
入
っ
り
ょ
っ
た
」

魚を知って
地元産の魚をもっと身近に感じてもらうため、学校給
食に取り入れたり、観音寺中央高校や公民館などで料理
教室なども行っています。また地域に古くから伝わる郷
土料理はまさに地元産の宝庫です。

学
校
給
食
に

小
魚
を
使
っ
て

地
産
地
消
や
食
育
が
推
進
さ

れ
、
学
校
給
食
で
も
地
元
の
魚

を
使
っ
た
献
立
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

5
月
の
献
立
で
は
、
エ
ビ
ジ

ャ
コ
や
高
瀬
茶
と
野
菜
を
い
っ

し
ょ
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
か
ら

揚
げ
に
し
た
り
、
ち
り
め
ん
を

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
と
和
え
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
も
食
べ
や

す
く
工
夫
し
て
い
ま
す
。

三
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
栄
養
教
諭
高
橋
美
佳
さ
ん
は

「
小
魚
か
ら
は
不
足
し
が
ち
な

カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ち
り
め
ん
は

買
っ
て
き
た
ま
ま
和
え
物
に
使

う
こ
と
が
で
き
、
手
軽
に
ま
る

ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
旨

み
も
で
る
の
で
料
理
の
味
も
引

き
た
ち
ま
す
」
と
家
庭
料
理
の

ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

10月18日、詫間町公民館で行われた｢アジ
とキス三昧料理教室｣。講師の久保田先生は
｢体に優しい魚の油は残さず全部食べて｣と

エビジャコのお茶揚げ

① エビジャコは洗っておく。
② ごぼうはささがきにして水にさらす。
③ ひじきは戻しておく。
④ たまねぎは薄切りにする。
⑤ ボールに衣の材料（片栗粉 28g、
上新粉 12g、卵 1/2 個、塩少々、
水15cc）をさっくり混ぜ合わす。

⑥ ⑤に水気をきった①～④と抹茶を入
れて混ぜ、スプーンですくって、油
で揚げる。

1度は食べたい度度度度度度度度度は食は食は食は食は食はは食は食食は食は食食 たたたたたたたたた

郷
土
に
伝
わ
る
魚
料
理

いもど（芋豆腐） なます（このしろ）
① 魚は白身の魚を用い、素焼きにして、身をほぐ
し取る。

② 山芋は皮をむいて、すり鉢ですりおろす。①と
とき卵、しょうゆ、塩少量を加えて味をつけ、
魚の身も加える。

③ イリコでだしをとっただし汁をあたためた中に、
短冊切りの豆腐を加え、湯豆腐の要領で豆腐が
ゆらいだところで②の中にいれていただく。

① 大根と人参は5～ 6cmの長さで千切りにし
て、小さじ1の塩でもんでおく。

② このしろは5mmくらいの厚さに骨ぎりする。
③ 酢 ( 大さじ 3)・塩 ( 小さじ 1/2)・砂糖 ( 大
さじ 1と 1/2)・しょうゆ・粉末こぶだし少々
をあわせて、水気を絞った①と②を入れて
混ぜる。

④ 器に盛り、ねぎの千切りを飾る。

三豊市荘内半島郷土料理レシピ集 ｢うらしま料理｣ より

エビジャコのお茶揚げ(上)と
キャベツの梅ちり和え

何
と
も
素
敵
な
兄
弟
船

特集 瀬戸内の魚にこだわって
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朝
獲
れ
朝
市
が
大
盛
況

平
成
14
年
5
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
朝
獲
れ
朝
市
」。
市
民
に

市
場
を
開
放
し
て
、
新
鮮
な
地

元
の
魚
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
思
い
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
初

日
は
30
分
程
で
売
り

切
れ
、
多
く
の
人
か

ら
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
今
で
は
遠
方
か

ら
来
る
人
も
増
え
、

朝
市
の
開
催
を
待
っ

て
く
れ
て
い
る
人
も

多
く
い
ま
す
。

漁
師
は
前
日
か
ら

市
場
内
の
準
備
を
行

い
ま
す
。
大
漁
旗
で

飾
ら
れ
た
市
場
は
一

気
に
に
ぎ
や
か
さ
を

増
し
ま
す
。

当
日
は
朝
6
時
過

ぎ
か
ら
魚
介
類
の
運

び
込
み
作
業
で
動
き

出
し
ま
す
。
ま
ず
は

計
量
し
、
種
類
ご
と
に
ザ
ル
に

入
れ
、
値
札
を
付
け
ま
す
。
市

の
開
場
を
待
つ
買
い
物
客
と
漁

師
の
間
に
、
緊
張
感
と
一
体
感

が
生
ま
れ
る
瞬
間
で
す
。

朝
市
の
元
気
は

准
組
合
員
の
力

准
組
合
員
は
年
間
90
日
以
上

の
漁
は
し
ま
せ
ん
が
、
朝
市
で

は
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。朝

市
の
当
日
は
、
使
用
済
み

の
ザ
ル
を
洗
っ
た
り
、
高
齢
の

漁
師
（
正
組
合
員
）
が
魚
の
荷

降
ろ
し
を
す
る
時
に
は
ト
ラ
ッ

ク
の
と
こ
ろ
に
走
っ
て
行
き
、

率
先
し
て
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
駐
車
場
の
草
刈
り
、
海
岸

の
清
掃
な
ど
、
献
身
的
な
支
え

の
お
か
げ
で
、
10
年
が
過
ぎ
た

今
で
も
朝
市
の
元
気
は
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

信
頼
関
係
が

パ
ワ
ー
の
源

朝
市
で
手
伝
い
合
い
を
す
る

中
で
、
新
旧
組
合
員
や
准
組
合

三
豊
市
と
観
音
寺
市
に
あ

る
7
つ
の
漁
業
協
同
組
合
と

県
・
市
な
ど
で
つ
く
る
三
豊

海
域
活
性
化
対
策
協
議
会
で

は
、
三
豊
海
域
の
活
性
化
と

水
産
振
興
対
策
や
環
境
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
副
会
長

の
浅
野
博
海
さ
ん
に
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
地
元
の

新
鮮
な
魚
の
美
味
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
高
校
で
の
料
理
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
市
内
の
小
・
中
学
校
か

ら
要
望
が
あ
り
、
調
理
設
備
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
料
理
教
室
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
川
県
が
海
底
堆
積

ご
み
の
対
策
と
し
て
、
県
下
全

市
町
や
漁
業
者
と
協
力
し
て
行

う
回
収
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

三
豊
海
域
活
性
化
対
策
協
議
会

で
も
協
議
を
行
い
、
海
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

高
齢
化
は
漁
業
で
も
進
ん
で

お
り
、
単
位
組
合
で
は
な
か
な

か
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
は
組
織
の
強
化

も
考
え
な
が
ら
、
漁
業
の
安
定

と
消
費
の
拡
大
を
推
進
し
て
い

け
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

員
と
の
交
流
が
自
然
と
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
普
段
の
漁
の
作
業

で
も
、
人
手
が
足
り
な
い
時
に

准
組
合
員
に
声
を
掛
け
、
魚
の

荷
揚
げ
や
船
で
の
運
搬
な
ど
に

雇
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
漁
の
技
術
を
習
得

し
、
漁
師
に
な
っ
た
人
も
い
ま

す
。

潮香を感じて
海
に
近
い
市
場
に
早
朝
か
ら
集
ま

っ
て
く
る
魚
。
新
鮮
で
美
味
し
い
も
の

を
求
め
て
集
ま
る
市
民
。

普
段
は
組
合
員
や
仲
買
人
以
外
は

入
れ
な
い
市
場
も
こ
の
日
だ
け
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

美
味
し
い
も
の
は
ど
こ
に
も
な
い
!

仲買人を対象のせりとは違い、一般の人はせり人の声にもゆっくりと手を上
げ値段を言います。欲しい魚が落とせるよう、大きな一声にも力が入ります

朝獲れ朝市　表舞台と影武者たち

地道な活動で
漁業を推進

（
上
）テ
キ
パ
キ
と
ザ
ル
を
洗
っ
て
片
付
け
作
業

（
下
）さ
ば
き
方
教
室
の
講
師
も
勤
め
る
准
組
合
員

お得情報②

朝獲れ朝市に
来てや
日時　毎月第1･3日曜日
　　　午前7時 30分～
場所　仁尾町漁業協同組合
内容　鮮魚・活魚販売
　　　活魚せり市
期間　4月～ 7月上旬
　　　10月～ 11月

▶問い合わせ
仁尾町漁業協同組合

☎82－2016

笑顔で朝市を支える影武者の准組合員

大勢の人でごったがえした場内は、色とりどりの大漁旗が
一層の賑わいを醸し出していました

う
ま
い
が
近
く
に

お
さ
か
な
市

観
音
寺

三　

豊

▼
問
い
合
わ
せ　

港
湾
水
産
課　

☎
83
・
8
8
0
6

三豊海域活性化対策協議会副会長
三豊郡漁業組合連合会会長
粟島漁業協同組合長

浅
あ さ の

野博
ひろうみ

海さん（78歳）

特集 瀬戸内の魚にこだわって

漁
師
と
准
組
合
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
信
頼
関
係

が
で
き
て
き
た
朝
市
。
魚
を
売

る
漁
師
と
そ
れ
を
支
え
る
准
組

合
員
、
新
鮮
な
魚
を
買
い
求
め

る
買
い
物
客
が
三
つ
巴
と
な
り
、

大
き
な
パ
ワ
ー
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
し
た
。

瀬
戸
内
の
新
鮮
で

美
味
し
い
魚
介
類
を

多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
恒
例

と
な
っ
た
「
観
音
寺

三
豊
お
さ
か
な
市
」

が
伊
吹
漁
協
煮
干
集

出
荷
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
24
年
12
月
9

日
は
早
朝
か
ら
寒
風

吹
き
す
さ
ぶ
中
、
活

魚
テ
ン
ト
は
開
始
時

間
前
か
ら
長
蛇
の
列

が
で
き
て
お
り
、
短

時
間
で
売
り
切
れ
ま

し
た
。
ま
た
集
出
荷

場
内
に
は
20
以
上
の

店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
出
し
た
商
品

を
販
売
し
、
来
場
者

は
買
い
求
め
た
ア
ツ

ア
ツ
の
カ
キ
め
し
や

天
ぷ
ら
な
ど
を
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
ゲ
ー
ム
の

「
イ
リ
コ
モ
ン
ス
タ

ー
を
探
せ
！
」
や
魚

の
つ
か
み
ど
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
大
勢
の

親
子
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
定
が

決
定
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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おめでとうございます

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
活
動
に
取
り
組
む
拠
点
と
し

て
「
三
豊
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が

5
月
14
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
の
情
報
交
換
や
犯
罪
被
害
等
の
相
談
に
応

じ
る
場
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携

を
強
化
し
、
更
生
保
護
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
保
護
司
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

豊
中
庁
舎
4
階
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
室
）

　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　

安
全
・
安
心
な
社
会
を

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

7
月
1
日
（
月
）
に
更
生
保
護
女
性
会
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
出

発
式
を
三
豊
市
役
所
前
で
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
国
民
運
動
と
し
て
引
き
続
き
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

募
集
人
員　

【
試
験
区
分
】

　
　

看
護
師　

若
干
名

第
1
次
試
験
日　

7
月
28
日
（
日
）

試
験
場
所　

受
験
票
送
付
時
に
通
知

申
し
込
み
期
間

　

6
月
24
日
（
月
）
〜
7
月
5
日
（
金
）

　

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

提
出
場
所　

人
事
課

※
郵
送
可
（
7
月
5
日
（
金
）
必
着
）

　

受
験
申
込
書
・
募
集
要
項
は
、
人
事
課
、
各
支
所

お
よ
び
永
康
病
院
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

　

4
月
1
日
付
け
で
永
江
喜
明
さ
ん
（
三
野
町
）
が

新
し
く
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
に
対
す
る
苦
情
や
要
望

に
対
し
、
解
決
方
法
を
助
言
し
た
り
、
解
決
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
取
り
次
い
だ
り
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
今
月
の
行
政
相
談
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

　選挙の時に開設される期日前投票所は、昨年度まで市役所および各支所の計７カ所で開設してい
ましたが、平成25年度に執行される選挙から、次のとおり開設場所、開設期間等を変更します。ご
不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　三豊市発足以降も、旧町の区域に１
カ所ずつの期日前投票所を維持してき
ましたが、選挙事務に係る人材確保の
観点から７カ所の期日前投票所を維持
しては選挙人および立候補者に対して
責任をもって適正に選挙を管理執行す
ることが難しい状況になってきました。
期日前投票所を統合した県内の他市に
おける投票率の状況を調査し、投票率
に与える影響もなかったことから期日
前投票所を市内３カ所に統合すること
になりました。

▲

問い合わせ　三豊地区保護司会  ☎62－1055

期日前投票所が3カ所に統合されます

▲

問い合わせ　総務課　☎73－3000

▲

問い合わせ　選挙管理委員会（総務課内）　☎73－3000

7月　社会を明るくする運動強調月間

新しい行政相談委員

▲

申し込み・問い合わせ　人事課　☎73－3002

三豊市職員募集

「三豊地区更生保護サポートセンター」開所

▲

問い合わせ　三豊地区保護司会　☎62－1055

お知らせ お知らせ

　

春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
の
発
表
が
あ
り
、
三
豊
市
か
ら
は

次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◇
旭
日
小
綬
章

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　
　

篠
原　

正
憲
（
豊
中
町
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

【
郵
政
事
業
功
労
】

　
　
　

片
岡　

経
明
（
詫
間
町
）

　

【
消
防
功
労
】

　
　
　

谷
川　

利
行
（
財
田
町
）

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　
　

浪
越　

敏　

（
仁
尾
町
）

　

【
更
生
保
護
功
労
】

　
　
　

宮
崎　

章　

（
高
瀬
町
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

【
消
防
功
労
】

　
　
　

岩
本　

吉
進
（
高
瀬
町
）

　
　
　

喜
田　

忠
助
（
仁
尾
町
）

　

【
専
門
工
事
業
務
功
労
】

　
　
　

真
鍋　

義
弘
（
詫
間
町
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

【
防
衛
功
労
】

　
　
　

中
山　

達
夫
（
高
瀬
町
）

　

憲
法
記
念
日
知
事
表
彰
の
発
表
が
あ

り
、
三
豊
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　
　

成
行　

明
節
（
高
瀬
町
）

　

【
交
通
安
全
功
労
】

　
　
　

白
川　

芳
照
（
高
瀬
町
）

　

【
青
少
年
育
成
功
労
】

　
　
　

西
山　

弘
茂
（
仁
尾
町
）

　

【
医
療
功
労
】

　
　
　

池
田　

博
行
（
豊
中
町
）

　

【
健
康
づ
く
り
功
労
】

　
　
　

近
井　

恵
美
子
（
財
田
町
）

　

【
中
小
企
業
振
興
功
労
】

　
　
　

福
本　

一　

（
高
瀬
町
）

　

【
優
秀
技
能
功
労
】

　
　
　

岩
倉　

忠
行
（
山
本
町
）

　

【
林
業
振
興
功
労
】

　
　
　

山
田　

健
二
（
詫
間
町
）

　

5
月
8
日
、
地
方
自
治
の
振
興
や
発

展
に
尽
力
し
た
元
市
町
議
会
議
員
の
知

事
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
三
豊
市

か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　
　

大
西　

学　

（
高
瀬
町
）

　
　
　

角
田　

伸
夫
（
山
本
町
）

　
　
　

壺
谷　

毅　

（
豊
中
町
）

　
　
　

横
田　

和
幸
（
三
野
町
）

お知らせ

お知らせ

春
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

知
事
表
彰

お知らせ 募集

※　具体的な開設場所は、山本支所、詫間支所付近の公共施設になることがあります
※　選挙人は、3カ所のいずれの期日前投票所においても投票することができます

開設場所
市役所
山本支所
詫間支所

三豊市
さぬき市
善通寺市
東かがわ市
丸亀市
高松市
坂出市
観音寺市

設置数 選挙人数
（人）

１カ所あたり
選挙人数（人）

7
2
1
1
3
8
1
1

58,061
43,912
27,463
29,273
90,447
345,425
46,978
52,370

8,294
21,956
27,463
29,273
30,149
43,178
46,978
52,370

開 設 期 間
告（公）示日の翌日～投票日前日

投票日の3日前～投票日前日

開 設 時 間

午前８時30分～午後８時

県内8市の状況 （平成24年12月3日現在）

※市町合併以降、観音寺市、さぬき市、東かがわ市が期日前投票所
　を統合しています
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国民年金のお知らせ

Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　市民課　☎73－3005・善通寺年金事務所　☎0877－62－1660

　

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に

　

「
本
人
通
知
制
度
」
に
登
録
を

　

「
本
人
通
知
制
度
」
と
は
「
あ
な
た
」
の
戸
籍
や
住
民
票
を
「
あ

な
た
以
外
」
の
人
に
交
付
し
た
時
、
交
付
し
た
こ
と
の
事
実
を
「
あ

な
た
」
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

戸
籍
や
住
民
票
は
家
族
構
成
や
現
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
悪

用
さ
れ
れ
ば
結
婚
や
就
職
差
別
な
ど
の
大
変
な
人
権
侵
害
に
つ
な
が

っ
た
り
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
に
利
用
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

「
本
人
通
知
制
度
」
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、
不
正
取
得
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
、
事
実
関
係
の
早
期
究
明
が
図
れ
る
こ
と
や
不
正
取

得
を
抑
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
登
録
の
手
続
き
】

対　

象

　

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

　

市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
い
ず
れ
も
除
か
れ
た
人
を
含
む

期　

間

　

登
録
日
か
ら
3
年
間
（
引
き
続
き
本
人
通
知
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
）

通
知
の
内
容

　

本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
事
実
を
郵
送
に
よ
り
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

（
交
付
請
求
し
た
人
の
住
所
や
氏
名
を
通
知
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）

申
し
込
み　

（
市
民
課
の
み
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

※
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
運
営
の
「
街
角

の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）
」
で
は
、

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
申
請
等
の
手
続
き
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

6
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

三
豊
市
役
所
西
館

持
参
物　

　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
の
ほ

　

か
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

※
代
理
人
が
来
る
場
合
、
委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受

　

け
た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必

　

要

　

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や
農
業
者
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
現
況
届
送
付
時
期

　

5
月
末
ご
ろ
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
郵
送
し
て

　

い
ま
す
。

○
提
出
期
限

　

6
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

　

た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
を
忘
れ
た
場
合

　

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
住
民
に
も
、
居
住
関
係
を
証
明
す
る
住
民
基
本
台
帳
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
本
人
確
認
が
で
き
る
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
運
用
開
始
に
伴
い
、
本
人
確
認
を
行
う
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
住
民
票
コ
ー
ド
が
外
国
人
住
民
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
本
人
あ
て
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
基
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
（
発
行
手
数
料
1
枚
5
0
0
円
）
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
基
カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た
I
C
カ
ー
ド
で
、

「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

　

7
月
8
日
か
ら
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
例

・
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
以
外
で
も
住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
ま
た
は
在
留
カ
ー
ド
等
の
提
示
が
必
要

・
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
転
入
届
の
特
例
が
受

　

け
ら
れ
、
郵
送
等
に
よ
り
転
出
届
を
行
う
こ
と
で
、
引
越
し
時
の

　

手
続
き
で
市
区
町
村
の
窓
口
に
出
向
く
の
は
、
引
越
し
先
の
一
度

　

で
済
み
ま
す
。

・
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
電
子
証
明
書

　

に
よ
る
本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.soum

u.go.jp/

）
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い

※
住
基
カ
ー
ド
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

総
合
情
報
サ
イ
ト
（http://juki-card.com

/

）
」
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

▲

問い合わせ　街角の年金相談センター高松（オフィス）
☎087－811－6020

7月8日から外国人住民も住基カードの申請・交付ができます

くらし戸籍や住民票を本人以外に交付したときにお知らせします

▲

申し込み・問い合わせ　市民課　☎73－3005

▲

申し込み・問い合わせ　市民課　☎73－3005

農業者年金の現況届は忘れずに 年金相談所を開設します

▲

問い合わせ　農業委員会　☎73－3046

お知らせ

くらし

くらし

くらし

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
届
け
出
を

忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
が
い

が
残
っ
た
り
、
万
一
、
亡
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

＜

20
歳
に
な
っ
た
と
き>

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
人
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
に
な
る

の
で
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得

届
」
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

<

会
社
を
退
職
し
た
と
き>

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
が
60

歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職
し
た

と
き
は
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
の

で
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

届
」
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

<

被
扶
養
配
偶
者
の

　
　
　

収
入
が
増
え
た
と
き>

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被
扶

養
配
偶
者
（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

に
限
る
）
は
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
パ
ー
ト
収
入
な
ど
が
1
3
0
万

円
以
上
に
な
っ
た
と
き
は
、
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
り
、
第
1
号
被
保
険
者

に
な
る
の
で
、「
国
民
年
金
被
保
険
者

種
別
変
更
届
」
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

<

被
扶
養
配
偶
者
の

　
　
　

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き>

　

配
偶
者
が
退
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
る
と
、
第

3
号
被
保
険
者
の
人
は
、
第
1
号
被
保

険
者
に
な
る
の
で
、「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
届
」
を
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
<

免
除
制
度
な
ど
を

　
　
　

利
用
し
て
く
だ
さ
い>

　

平
成
25
年
度
国
民
年
金
の
第
1
号
被

保
険
者
の
保
険
料
は
、月
額
1
5
’0
4
0

円
で
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に

は
「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

～本人通知制度に登録を～



デイリー版ほっとニュースは
市ホームページで

おいしい百花うどんのお接待

作家や生産者とつながって

年々盛り上がりを増すさつきまつり

園児が白象とパレード

新茶ができました！

筍掘り体験

色鮮やかな花和紙が完成

手作りのよもぎ団子

オープンは７月！

境内狭しと満開のぼたんまつり

さぬき二ノ宮ふるさとまつり

恒例の百花うどんのお接待が行われ、毎年お接待をしてい
る斎藤マサさん（102）も参拝客を出迎え、訪れた人と嬉し
そうに話をしていました。

山なみ芸術祭“ＴＳＵ－ＫＵ－ＲＵ”フェスティバルみと
よ 2013 がまちづくり推進隊みのの共催により開催。地元
の農家や店舗が集まる暮らし広場も同時開催され、訪れた人
たちは手作りの作品や食べ物を、作り手の人と話をしながら、
手にとったり買ったりと、心あたたまる時間を過ごしていま
した。

詫間町公民館第４分館主催による第７回さつきまつりが行
われました。出店する店は回数を重ねるとともに増え、砂防
公園は訪れた人で大にぎわいでした。

第 18回よしづ花まつりで白象のパレードが行われ、
吉津幼稚園の年長児 28人と保護者が象を引き、元気
よく練り歩きました。

一番茶の摘み取りが行われ、お茶娘が味の濃い香りふくよかな高瀬茶
をＰＲしました。今年の新茶の生育も順調だそうです。お茶を飲んでほ
っと一息、いかがでしょうか。

仁尾町町民会議と仁尾町公民館の主催
により親子 30人が筍掘りを体験しました。

詫間・大浜小学校の児童 104 人が、昨秋に自分たちが植
えた花や地元の皆さんが用意してくれたヒマワリなどの花び
らや葉を使い花和紙を作りました。自分の名前やハートの形
など豊かな発想力で飾り付けを楽しんでいました。

よもぎを摘んでよもぎ団子作りに挑戦。園児たちは上手に
手のひらでお団子を丸めていました。自分たちで作ったお団
子は格別のようで、皆喜んでおかわりをしていました。

和光中学校の剣道部、バスケット部の生徒と財田町のボランテ
ィアの皆さんが心を込めてプール掃除。ピカピカになりました。

150 種、500 株のぼたんが見頃を迎えた境内は、大勢の
見物客でにぎわっていました。ぼたんの鉢植えも販売されて
おり、来場者は好みの品種や色を探し、買い求めていました。

新茶摘みや筍掘りの体験、筍・新茶の天ぷら軽食、地野菜の販売などに大
勢の人が訪れ、自然や地元の人とのふれあいを楽しんでいました。

4／21　大興寺21　大興寺

4／20・21　宗吉瓦窯跡史跡公園20・21　宗吉瓦窯跡史跡公園

5／12　明神川緑の砂防公園12　明神川緑の砂防公園

4／29　吉祥寺周辺29　吉祥寺周辺

4／22　高瀬二ノ宮地区22　高瀬二ノ宮地区

5／9　フラワーパークうらしま9　フラワーパークうらしま

4／25　上高瀬幼稚園25　上高瀬幼稚園

4／22　財田Ｂ＆Ｇ海洋センター22　財田Ｂ＆Ｇ海洋センター

4／20　薬王寺20　薬王寺

4／28　高瀬茶業組合・大水上神社周辺28　高瀬茶業組合・大水上神社周辺

4／21　財田町21　財田町
楽しくて

ワクワクしたよ☆

瀬戸内
国際芸術祭
2013
in 粟島
秋開催

▲PRバッグ

▲市PR看板をJR詫間駅とJR高瀬駅に設置
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みとよくらしのおしらせ
Information' s

市営住宅の入居者を募集します

▼問い合わせ　住宅課　☎ 73－3045

募集

障害者を対象とした新規事業が始まりました

▼問い合わせ　福祉課　☎ 73－3015

介護保険負担限度額認定証の更新第25回健康教育講演会開催

▼問い合わせ　介護保険課　☎ 73－3017

くらし

お知らせ

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

市
営
住
宅

団
地
名　

西
野
団
地
B
棟（
詫
間
町
詫
間
）

間
取
り（
構
造
）

　
3
Ｄ
Ｋ（
中
層
耐
火
4
階
建
）・
水
洗
ト
イ
レ

使
用
料

　

2
1
’7
0
0
円
〜
4
2
’6
0
0
円

団
地
名　

高
谷
団
地（
詫
間
町
詫
間
）

間
取
り（
構
造
） 

　

2
Ｄ
Ｋ（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

使
用
料

　

8
’4
0
0
円
〜
1
6
’5
0
0
円

※
浴
槽
な
し
。浴
槽
お
よ
び
給
湯
器
は
入
居
者
負
担

団
地
名　

曽
保
団
地（
仁
尾
町
仁
尾
）

間
取
り（
構
造
）

　

2
Ｄ
Ｋ（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

使
用
料

　

7
’6
0
0
円
〜
1
3
’6
0
0
円

団
地
名　

勝
間
団
地（
高
瀬
町
下
勝
間
）

間
取
り（
構
造
）

　

3
Ｋ（
簡
易
耐
火
２
階
建
）

使
用
料

　

1
1
’8
0
0
円
〜
2
3
’3
0
0
円

※
使
用
料
は
入
居
す
る
人
の
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す

申
し
込
み
が
で
き
る
人
（
次
の
条
件

を
全
て
備
え
て
い
る
人
）

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
人

②
同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
人
（
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て

い
な
く
て
も
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
じ

事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）

（
注
）
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
単

身
入
居
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
住
宅
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と

⑥
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団

員（「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
）で
な
い
こ
と

入
居
の
決
定
方
法

入
居
者
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
決
定
し

ま
す
。

入
居
予
定
時
期

7
月
中
旬

必
要
書
類

①
申
込
書
・
申
立
書
等
（
住
宅
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
入
居
予
定
者
全
員
）、
所
得
証

明
書
・
納
税
証
明
書
（
15
歳
以
上
で
学
生

を
除
く
）、
そ
の
他
必
要
書
類

申
し
込
み
方
法

入
居
希
望
者
は
、
6
月
3
日
（
月
）
〜
17

日
（
月
）
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
に
、
必
要
書

類
を
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
付
は
申
し
込
み
期
間
の
み
で
す
。

障
害
者
対
象
の
平
成
25
年
度
新
規

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 ①
難
病
患
者
福
祉
年
金
の
給
付

県
発
行
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
っ
て
る
人
が
対
象
で
、
申

請
に
よ
り
1
万
2
千
円
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
は

6
千
円
。　

 ②
難
聴
児
補
聴
器
購
入
の
助
成

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
に

は
な
ら
ず
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
難
聴
児

（
18
歳
未
満
）
の
補
聴
器
購
入
に

要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
を
助
成

し
ま
す
。

 ③
日
常
生
活
用
具
の
給
付

1
・
2
級
の
視
覚
障
害
者
が
対
象

だ
っ
た
拡
大
読
書
器
の
給
付
が
1

〜
6
級
の
視
覚
障
害
者
に
対
象
を

広
げ
ま
す
。

 ④
育
成
医
療

今
ま
で
県
の
事
業
で
し
た
が
、
25

年
度
か
ら
市
の
事
業
に
な
り
ま
し

た
。
18
歳
未
満
の
障
害
児
に
対
し

て
、
医
療
費
の
一
部
を
公
費
負
担

し
ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

 ⑤
手
話
通
訳
者
の
設
置

福
祉
課
に
手
話
通
訳
者
を
設
置
し

ま
し
た
（
毎
週
火
曜
日
）。
庁
舎

内
や
医
療
機
関
に
同
行
し
、
通
訳

し
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
6
月

30
日
（
日
）
で
す
。

認
定
を
受
け
て
い
て
今
年
度
も
該

当
す
る
人
に
は
、
6
月
中
旬
以
降
に

更
新
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
間
は
毎
年
7
月
1

日
〜
翌
年
6
月
30
日
（
1
年
間
）
で
、

対
象
者
は
生
活
保
護
受
給
者
や
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
で
す
。

ま
た
、
新
規
で
認
定
を
受
け
た
い

人
も
、
介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
た
め
に
」
と

題
し
、
在
宅
の
認
知
症
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

第
Ⅰ
部

『
認
知
症
の
方
々
か
ら
学
ぶ
こ
と
』

講
師　

小
野
好
彦　

医
師

第
Ⅱ
部

『
母
に
歌
う
子
守
唄

　
　

〜
わ
た
し
の
介
護
日
誌
〜
』　

講
師　

落
合
恵
子　

氏

日 

時
7
月
6
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分

場 

所　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

施設サービス・短期入所サービスに係る食費・居住費の軽減制度
▼問い合わせ 三豊・観音寺市医師会 ☎25－2231

第 20回高三人研総会が開かれ、委員長が「地域に根ざ
した人権・同和教育のさらなる深まりをめざし、研修に
励み、取り組みを充実させていきたい」と決意を述べま
した。

市少年少女発明クラブの開講式が行われ、多くの子ど
もたちが参加しました。この日展示された高専の学生が
作ったロボットを見る子どもたちの目は、とても輝いて
いました。

大西典子さん（高瀬町）と田尾弘子さん（豊中町）が
技能伝承士に登録されました。大西さんは、果樹栽培や
郷土料理、味噌づくり、竹粉を使った生ごみ処理などの
技術が、田尾さんは、味噌や麹づくり、漬物加工などの
技能が評価されました。

平成 25年全国広報コンク－ルで「広報みとよ」が、広
報紙（市部門）と広報写真１枚部門で入選をしました。広
報紙は 2年連続の受賞。市民の皆さんのご協力があって
こその紙面づくり。これからもよろしくお願いします。

20年の節目を迎え未来の技術者・科学者を目指して

香川県むらの技能伝承士に登録「広報みとよ」が２年連続全国入選！

4／11　高瀬町農村環境改善センター11　高瀬町農村環境改善センター4／20　香川高等専門学校詫間キャンパス20　香川高等専門学校詫間キャンパス

4／18　県庁18　県庁

5月5月

催し

田尾弘子さん（左）、大西典子さん（右）
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Information' s
くらしのおしらせみとよ

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
で

暮
ら
す
人
同
士
が
関
わ
り
合
い
を
も
ち
、
支
え

合
え
る
地
域
を
め
ざ
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

「
高
齢
者
声
か
け
・
見
守
り
活
動
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

今
年
も
地
域
で
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
活
動
は
下
記
の
２
つ
の
研
修
を
受
講
し
て

か
ら
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
中
で
見
守
り
活
動

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

う
人
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
課

内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
声
か
け
・
見
守
り
活
動
は

　
　
　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

市
内
の
高
齢
者
等
が
地
域
に
お
い
て
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
声
か
け
見
守
り
活
動
を

通
じ
て
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

内
容　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
自
宅
を
訪

問
す
る
な
ど
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動

活
動
場
所　

お
住
ま
い
の
小
学
校
区
内　

活
動
条
件　

地
域
支
え
合
い
活
動
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
と
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
修
了
し
、
2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
で

き
る
人

　

研　

修

●
地
域
支
え
合
い
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

日
時　

7
月
8
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　

豊
中
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　

8
月
9
日
（
金
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

三
豊
市
役
所　

西
館

　

研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
の
あ

っ
た
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　年に１度は検診を受けて自分の健康を確認しましょう。
健康診査とがん検診の実施時期は異なりますので、ご注意ください。

「がん検診希望申込書」を提出している人は、下記の日程で受診票が届きます。
申し込みがまだの人は、健康課までお問い合わせください。

　市が実施する医療機関および集団検診で行う子宮頸
がん・乳がん・大腸がん検診の無料クーポンを６月に
対象者に配布します。
　無料クーポンを受け取った人は、この機会にぜひ、
がん検診を受けましょう!!

三豊市国民健康保険に加入している40～74歳の人および希望する若年者
（20～39歳）※若年者は集団検診のみ

40歳以上で過去に受診したことのない人
※今までに市が実施した肝炎ウイルス検査を受けていない40歳・45歳・50歳・
　55歳・60歳・65歳・70歳になる人には受診票を送付します

後期高齢者医療に加入している人
※75歳以上および65歳～74歳で一定の障害認定を受けている人

　健康診査は、医療機関検診（三豊市および観音寺市の実施
医療機関）または集団検診で受けられます。受診の際には、6月に届く「青い
封筒一式」と「健康保険証」を必ずご持参ください。
　詳しくは、青い封筒に同封の「ご案内」をご覧ください。なお、受診前に
は質問票および問診票に記入してご持参ください。

私たち声かけ・見守りしています

グループ名　なごみ　　　　　　　
活 動 区 域　新道自治会（仁尾町）

　私たちは、３人で一人暮らしの高齢者９
人の声かけ・見守り活動をしています。週
１回、自宅に訪問し、困りごとや相談を聞
いて、必要な支援ができるよう関係機関に
つなげる役割です。
　高齢者からは「市役所に行くのに、バス
の乗り方が分からず困っていたけれど、見
守りの人に教えてもらい市役所まで行くこ
とができてよかった」とか、「年寄りになる
と夜寝られなくて、寝られないと話し相手
がいないので不安が強くなります。でも今
は週１回は話ができると思うと安心です」、
「私は、90年間この地域で生きてきて、ま
だまだここで生活したい。だから顔見知り
の人が声をかけてくれるのは嬉しいです」な
どの声をいただきます。
　帰る時には、いつも「今日は、ありがと
な」「また、来るな」と笑顔のやりとりが。
　ほんの少しの心遣いと笑顔で地域の繋が
りが蘇ったような気がしています。

高齢者声かけ・見守り活動事業に参加できる人を募集します

▲

問い合わせ　地域包括支援センター（介護保険課内）　☎73－3017
平成25年度健康診査等のお知らせ

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

健康

【健康診査】

【がん検診】

特定健康診査

後期高齢者健康診査

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

※対象年齢は、特定健康診査は平成26年3月31日現在の年齢であり、前立腺がん検診および肝炎ウイルス検診は
　平成26年4月1日現在の年齢です

※クーポン対象者は４月20日現在において市内に住所があり、４月１日現在上記の表の年齢の人です

※詫間町・仁尾町・三野町・豊中町の健康診査は７月の予定です

▲ いつも笑顔で声をかけています

50歳以上の男性

医療機関検診

集団検診

三豊市・観音寺市の
実施医療機関

子宮頸がん検診
乳がん検診

胃がん検診
結核・肺がん検診

大腸がん検診

医療機関に問い合わせてください６月1日（土）～
10月31日（木）日　

時　

・　

場　

所

６月20日（木）
６月21日（金）
６月26日（水）
６月27日（木）
６月28日（金）
７月２日（火）
７月３日（水）
７月４日（木）

9：00～11：30　　13：30～15：00

9：00～11：30　　13：30～15：00

9：00～11：30　　13：30～15：00

9：00～11：30

財田町公民館

山本町保健センター

高瀬町農村環境
　　　　改善センター

種　類 月　日 時　　間

検診名 検診種類 実施時期 受診票の届く時期
医療機関検診
集団検診

集団検診

医療機関検診
集団検診

６～12月末
８～10月　

10～11月　

６～10月末
10～11月　

６月
７月

９月

６月
９月

場　　所

【がん検診　無料クーポン配布】

クーポン対象年齢
20・25・30・35・40歳

40・45・50・55・60歳

検診名
子宮頸がん検診
乳がん検診
大腸がん検診

募集



2013年6月23 広報 22広報 2013年6月2013年6月23 広報

イベント部会

② カメラ路地裏さんぽ道 ① Lead Map Mitoyo① Lead Map Mitoyo

　

秋
開
催
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
2
0
1
3
in
粟
島
に
向
け
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
三

豊
市
実
行
委
員
会
で
は
、
４
つ

の
部
会
に
分
か
れ
、
実
行
プ
ラ

ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
の
イ
ベ
ン

ト
部
会
に
具
体
的
な
取
り
組
み

プ
ラ
ン
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

 

3
人
の
芸
術
家
が
6
月
か
ら
9
月
ま
で

粟
島
に
滞
在
し
、
島
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
て
、
地
域
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

 

今
回
招
へ
い
す
る
芸
術
家
3
人
と
前
回

来
ら
れ
た
芸
術
家
の
麻
生
祥
子
さ
ん
、

佐
々
木
類
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
は
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
in
粟
島

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

6
月
か
ら
招
へ
い
す
る
芸
術
家
3
人

を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　瀬戸内国際芸術祭2013を市内で盛り上げる
自主的なイベントや地域づくり活動をする事
業に補助金を交付します。
対象事業
(1)芸術祭を盛り上げ、市内外の来訪者を楽し
　ませ、市を広くＰＲできる事業
(2)地元市民と一体になって芸術祭を盛り上げ
　るイベントを行い、地域全体の活性化を図
　る事業
(3)その他、芸術祭の活性化につながる活動を
　行う事業
内容
　補助対象経費の3分の2以内で、１事業30万
円を上限に補助します。（詳細は、市ホーム
ページまたは市実行委員会にご確認ください）
応募資格
　次の要件を満たす非営利団体（政治活動、
宗教活動を目的とする団体は除く）
・活動を自主的に行っているまたは、行う見
　込みがあるもの
・市内に活動拠点があり、イベント等の活動
　を主に市内で行うもの
・構成員が５人以上
申し込み期限　６月17日（月）
申し込み・問い合わせ
　産業政策課または市ホームページにある応
募書類に記載し、郵送または持参してくださ
い。
〒767-8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地1
瀬戸内国際芸術祭　三豊市実行委員会事務局
　　　　（産業政策課内）　☎73－3013 

　

商
工
会
青
年
部
が
担
当
す
る

イ
ベ
ン
ト
部
会
で
は
地
元
の
お

店
や
見
所
を
紹
介
す
る
手
作
り

マ
ッ
プ
の
作
成（
①
）や
須
田
周

辺
や
粟
島
を
歩
き
な
が
ら
参
加

者
に
写
真
を
と
っ
て
も
ら
う
企

画（
②
）を
考
え
て
い
ま
す
。

　

準
備
を
進
め
る
中
で
、
私
た

ち
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
や

お
店
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た

三
豊
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
は
、
鴨
の
越
（
詫

間
町
）
か
ら
の
夕
日
を
見
て
き

ま
し
た
。
き
れ
い
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
最
高
！

驚
き
と
発
見
の
連
続
で
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1

3
in
粟
島
に
来
場
さ
れ
る
人
に

も
、「
あ
の
場
所
は
ほ
っ
と
し

て
よ
か
っ
た
な
」
と
か
「
三
豊

の
特
産
の
あ
の
果
物
が
お
い
し

か
っ
た
な
」
と
か
「
あ
の
お
店

の
お
じ
さ
ん
、
面
白
か
っ
た
な
」

な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
三
豊
を

感
じ
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
話
し
合
い
を
か
さ
ね
、

魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ま
た
次
に
、
新
た

な
三
豊
を
探
し
に
訪
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

産
業
政
策
課　
☎
73
・
3
0
1
3

瀬戸内国際
芸術祭2013
　　in  粟島

粟
島
芸
術
家
村
に

3
人
の
芸
術
家
が
入
村

　く ぼ た　　さ　や
久保田　沙耶
（茨城県出身）

なか しま 　 たけし
中　島　　健
（東京都出身）

はま　の 　 たか　こ
濱野　貴子
（オランダ在住）

三豊市活性化イベント推進事業

　島の人たちやアーティストと一緒に、芸術
祭を盛り上げていきましょう！
内容　作品制作サポート、展示場所の清掃、
　　　会期中の作品の案内など
期間　6～11月末ごろ
場所　市内（主に粟島周辺）
入隊方法　
　①電話で申し込む
　②メールで申し込む→必要事項（氏名、住所、
　生年月日、年齢、性別、電話、メールアドレ
　ス）をsangyou@city.mitoyo.kagawa.jp
　へ送信
※メールの件名に「海ほたる隊」と必ず明記
　してください
　　活動日・活動内容等が決まりしだい、詳
　細を電話またはメールにてお知らせします。

　市内各所で撮影された映画「竜宮、暁のき
み」。三豊の美しさを再発見できます。出演
者による舞台挨拶もあります！
日時　６月15日（土）　
　　　午後６時30分開演
場所　マリンウェーブ　
料金　大人1,200円
　　　子供　800円
　　　（全席自由席）

瀬戸内国際芸術祭2013 in粟島を
サポートする「海ほたる隊」

▶問い合わせ　マリンウェーブ　☎56－5111

瀬戸内国際芸
術祭

2013プレイ
ベント

映画『竜宮、暁のきみ』上映会

▲ 商工会青年部の
　 白川憲司さんと島崎ふみ子さん

成功への航路

project ①

Leadは「つながる」という
意味。この地図を片手に、
お店とつながり、おいしいと
つながり、地元の人とつな
がり、そして三豊とつながっ
てください♪

　須田周辺や粟島での風景をカメラにお
さめて楽しんでいただく企画。古い建物
やそこに住む人から見えてくる趣や日常
をパチリ。お気に入りの画像1枚は印刷
してプレゼントします。皆さんの写真は
空き家の壁に貼り、訪れた人も自由に見
られるスポットに。他の人が訪れる場所
の参考にもなりそうです。
フォトコンテストで受賞した
人には三豊市名産品の
詰め合わせをプレゼントします！
参加費は200円。
参加者には地元のお菓子をプレゼント☆
ふらっと立ち寄っていただいた人にも
高瀬茶のお接待がありますヨ♪

　三豊のおいしい！や楽しい！など、思い出に残
る場所をピックアップしたMAP。片面には芸術祭
の舞台となる粟島、詫間町周辺を中心とした情報
を、裏面では三豊全体の紹介をします。

大人や子ども、地元の人や
市外から来られた皆さん、そ
れぞれの違った視点から三
豊を切り取った写真になり、
おもしろくなりそうです。

募集募集
募集募集

InformationInterview

10/5～11/4
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6
月
23
〜
29
日
は
、

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
」

　

平
成
11
年
6
月
23
日
に
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
の
1
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
男
性
と
女
性

が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家

庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
地
域
活
動
へ
の

参
加
、
家
庭
や
職
場
で
の
男
女
の
役
割

分
担
な

ど
、
お

互
い
が

協
力
し

て
い
き

ま
し
ょ

う
。

　まちづくり推進隊から、平成24年度の実績報告書が提出さ
れました。三豊市地域内分権推進交付金交付規則第24条第２
項の規定に基づき、交付金額と主な事業について公表します。
なお、実績報告書の詳細については、市ホームページに掲載し
ています。

▼問い合わせ　田園都市推進課　☎73－3011

　

金
鳥
池
窯
跡

　

金
鳥
池
窯
跡
は
、
豊
中
町

上
高
野
の
妙
音
寺
境
内
に
あ

る
「
金
鳥
池
」
と
い
う
た
め

池
の
中
に
あ
る
窯
跡
で
す
。

　

出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
8

世
紀
末
〜
9
世
紀
末
ご
ろ
に

瓦
を
専
門
的
に
焼
い
て
い
た

窯
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
窯
跡
が
2
基
と
瓦
の
不

良
品
な
ど
を
廃
棄
し
た
穴
（
瓦
溜
）

が
1
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
号
窯
は
、
①
火
を
焚
く
「
焚

口
」
か
ら
、②
燃
料
を
燃
や
す
部
屋

で
あ
る
「
燃
焼
室
」
が
続
き
、③
そ

の
先
に
瓦
を
焼
く
「
焼
成
室
」
が

あ
り
ま
す
。
焼
成
室
の
床
に
は「
ロ

ス
ト
ル
」
と
呼
ば
れ
る
畦
が
数
本

伸
び
て
お
り
、
早
く
、
効
率
よ
く

瓦
が
焼
け
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
ロ
ス
ト
ル
の
先
端
は
、

平
瓦
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
そ

の
一
部
に
は
、
文
様
の
施

さ
れ
た
軒
平
瓦
も
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ス
ト

ル
の
構
造
は
と
て
も
特
異

で
、
県
内
に
は
類
例
が
な

い
た
め
、
独
自
に
瓦
生
産

を
営
ん
で
い
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
1
号
窯
の
前
方

に
は
灰
を
掻
き
だ
し
た

り
、
不
良
品
を
棄
て
た
り

し
て
い
た
「
灰
原
」
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
灰
原

と
窯
の
中
か
ら
は
、
軒
先

に
つ
け
る
軒
丸
瓦
が
1
点

ず
つ
出
土
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
県
内
に
類
例
が
な
い
瓦
で
あ

る
た
め
、
古
代
の
三
豊
市
に
お
け

る
瓦
生
産
を
考
え
る
上
で
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。

　

窯
跡
は
現
地
で
埋
め
戻
さ
れ
、

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

現
場
で
窯
跡
を
み
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
出
土
し
た
遺
物
の
一

部
は
6
月
16
日
（
日
）
ま
で
「
宗

吉
か
わ
ら
の
里
展
示
館
」
で
開
催

す
る
「
速
報
展
」
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

がん
ばれがん れ

まちづくり推進隊まちづくり推進隊まちづくり推進隊
14

　まちづくり推進隊とは、まちづ
くり活動をしたい人が自主的に集
まる、町を単位とする会員制の組
織です。町民であれば誰でも会員
になることができ、市から交付金
を受けて、まちづくり活動をする
ことができます。

▲検出した１号窯跡

▲県内に類例のない軒丸瓦

か
み
た
か　
の

み
ょ
う
お
ん
じ

の
き
ひ
ら
が
わ
ら

は
い
ば
ら

の
き
ま
る
が
わ
ら

た
き

ぐ
ち

か
わ
ら
だ
ま
り

あ
ぜ

ね
ん
し
ょ
う
し
つ

し
ょ
う
せ
い
し
つ

まちづくり推進隊高瀬
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 アンケート調査

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H25/2/4～3/31
752,731円
42,151円
331,392円
321,495円
57,693円

まちづくり推進隊詫間
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業

たくま港まつり協賛会事務局
その他イベント事務局など
防災フェスタ2012
会員研修会（年2回）

イベント助成金
その他事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H24/4/1～H25/3/31
22,808,100円
10,697,279円
2,860,873円
7,666,420円
579,453円

1,004,075円

まちづくり推進隊山本
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 各種団体との意見交換

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H25/2/8～3/31
960,565円
3,960円

239,739円
408,660円
308,206円

まちづくり推進隊三野
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 講演会

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H24/12/15～H25/3/31
1,194,255円
58,846円
478,460円
292,895円
364,054円

まちづくり推進隊豊中
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 各種団体との意見交換会

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H24/12/22～H25/3/31
1,073,376円

5,004円
368,055円
524,439円
175,878円

まちづくり推進隊仁尾
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 講演会

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H25/1/29～3/31
785,324円
50,000円
5,098円

605,993円
124,233円

まちづくり推進隊財田
活 動 期 間
交 付 金 額

主 な 事 業 各種団体との意見交換

事業費
人件費
備品購入費
その他経費

（
内　

訳
）

H24/12/17～H25/3/31
1,110,522円

4,684円
351,881円
663,915円
90,042円

No.31

目
指
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
･
3
0
1
0

き
ん
ち
ょ
う
い
け
か
ま　
あ
と

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

☎67－3790

☎82－5207

☎83－3639☎73－3410

☎63－1501

☎73－6228

☎62－5210



マリンウェーブ　☎56－5111マリンウェーブ情報

　　

■時１次試験（筆記）6月29日（土）
　２次試験（面接）7月27日（土）
■受６月17日（月）まで
■申■問三豊総合病院人事課
　☎52－3366

　三豊の観光PRにもってこいの写真
を募集します。
■テ“世界に発信　三豊の魅力”
　夏のおすすめ美景スポットやイ
　ベントの情景、歴史ある名所・
　旧跡
■賞最優秀賞１人　 30,000円
　優秀賞　４人　　5,000円
　佳作　10人 市商品券1,000円分
■受９月27日（金）まで
■申■問市観光協会　☎56－9121

■時６月25日（火）午後１時～３時
■場三野町社会福祉センター
■数１人30分　４人まで（要予約）
■受６月11日(火)～18日（火）
■問福祉課　☎73－3015

■時６月20日（木）
　午後１時30分～３時30分

■場三豊市役所西館
■内七夕の短冊や飾り作りなどを通 
　して障がい者と地域の交流
■受６月13日（木）まで
■申■問福祉課　☎73－3015
　地域生活支援センターありあけ
　☎57－5501

■時６月26日(水 )
　午前10時～午後４時
■場豊中町保健センター
■対 15歳からおおむね39歳までの
　人またはその家族
■内就職支援相談・キャリアカウン
　セリング
■問さぬき若者サポートステーション
　☎0877－58－1080

■時６月５日（水）午後２時～４時
■場西讃保健福祉事務所
■内 15歳以上の子どもの不登校やひ
　きこもりで悩んでいる家族など
■テ本人が持つ強さや力、成功体験
　を尊重して関わることを学ぶ
■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

■時６月14日(金) 午後1時30分～3時
■場県精神保健福祉センター
■対義務教育修了後のひきこもり状
　態にある青年期（おおむね30歳
　まで）の子どもを持つ親
■申■問県ひきこもり地域支援センター
　☎087－804－5115

【中高年うつ・認知症相談】（要予約）
■時６月３日（月）・７月１日（月）
　午前11時～正午
【思春期相談】（要予約）
■時６月10日（月）午後２時～４時
【心の健康相談】（要予約）
■時６月26日（水）午後2時～4時
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

■時６月12日(水 )
　午後１時30分～３時30分
■場西讃保健福祉事務所
■対統合失調症の人の家族
■内病気と障がいを理解する
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

■時６月10日（月）
　午前10時～午後４時
■内労働紛争や労働事件の解決を図
　るための弁護士との電話相談
■相■談■電■話■番■号　　0120－610－168
■問県弁護士会　☎087－822－3693

■時 6月25日（火）
　午前10時～午後４時
■内女性に対する暴力や離婚に関す
　る諸問題などの電話相談または
　面接相談（面接相談は要予約）
■相■談■電■話■番■号☎087－822－2442
■問県弁護士会　☎087－822－3693

■時６月16日(日) 午後１時～2時30分
■場市民交流センター
■講健康運動指導士　阿部  純也 氏
■内スロートレーニングとインナーマッ
　スルトレーニングの講話と実技
■数 100人（先着順）
■持飲み物、タオル、ヨガマットまたは
　バスタオルなど敷物になるもの
■申■問健康課　☎73－3014

■時 6月23日（日）午前10時～正午
■場ホテルサンルート瀬戸大橋（宇多津町）
■講NHKテレビ・ラジオ体操講師
　岡本  美佳 氏
■申■問四国ラジオ体操連盟
　☎089－943－8990

【食べて治してハッピーライフ】
■時６月14日（金）　健康学習
　午後２時～３時
　６月28日（金）　調理実習
　午前10時～正午
【腎臓病教室】
■時６月20日（木）　調理実習
　午前10時30分～正午

【夜間糖尿病教室】
■時６月13日（木）午後６時～７時
【男性の調理実習】
■時６月５日（水）
　午前10時～12時30分
※各教室とも事前予約が必要
※調理実習は600円必要
■申■問三豊総合病院健康管理センター
　☎52－2726

■時 6月23日（日）午後１時～５時
■場高瀬町農村環境改善センター
■対 20歳以上の県内在住者
■内防除従事者に必要な知識の取得
■数 50人（先着順）
■受 6月14日（金）まで
■申■問農業振興課　☎73－3040

■時 7月11日（木）～11月7日（木）
　全８回
■場県社会福祉総合センター（高松市）
■内犯罪や事故被害にあわれた人や
　その家族の話を聞き、情報提供を
　行うための支援活動員養成講座
■料 3,000円
■受 6月28日（金）まで
■申■問被害者支援センターかがわ
　☎087－897－7790

■時 7月4日㈭～平成26年2月13日㈭
　全24回　午後７時30分～９時
■場西讃ふくろうセンター
■数 40人
■受 6月20日（木）まで
■申■問県聴覚障害者福祉センター
　☎087－868－9200

■時①6月14日（金）
　　午後1時30分～3時30分
　②7月5日(金 )午後1時30分～3時
■場豊中町図書館
■対読み聞かせに興味のある人
■内①ストーリーテリング研修講座
　②パネルシアターの実演とワーク
　　ショップ
■数各講座50人
■受開催日の１週間前まで
■申■問詫間町図書館　☎83－6828

■時 7月7日(日）午前9時30分～11時
■場山本町生涯学習センター
■数 25人（先着順）
■受 6月29日（土）まで
■料 1,000円
■申■問山本町公民館　☎63－1041

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室
June

弁護士の多重債務者無料相談会

カタリ場

統合失調症家族教室

ひきこもり親の会 （要予約）

不登校・ひきこもり親の集い

さぬき若者サポート
ステーションの出張相談

三豊総合病院企業団
看護師第１次募集

三豊の魅力さがし写真コンテスト
作品募集（夏の部）

アライグマ・ヌートリア防除従事者
養成講習会

市民運動講座
「スキ間時間エクササイズ」

生涯学習講座
「ハイドロカルチャー教室」

精神保健相談日

月のお知らせ6

被害者支援活動員養成講座

おはなし会研修講座

ラジオ体操指導者講習会

手話奉仕員養成講座「入門課程」

三豊総合病院6月の健康教室全国一斉労働相談ホットライン

女性の権利110番

問い合わせ　
香川大学　☎087－832－1311

▼

問い合わせ　水道課　☎62－1133　
市上下水道工事業協同組合
みとよ水フェスタ実行委員会　☎62－6561

▼

申し込み・問い合わせ　笠田高等学校　☎62－3345▼

映画「ドラえもん　のび太のひみつ道具博物館」

津軽の響き

チケット販売中！

■時  6月９日（日）　午前9時30分～午後3時
■場市民交流センター

■料 7,000円程度（5講座分）　■受６月３日（月）から
■対三豊・観音寺市内在住で５回とも受講できる人

■時午後６時～７時30分
■場豊中町農村環境改善センター
■講香川大学名誉教授　丹羽佑一氏

第2回みとよ水フェスタ2013 笠田高校開放講座「暮らしいきいき講座」

香川大学サテライトセミナー
「三豊の古代史」　　

募集

相談

■時  6月22日（土）①10：30　②14：00　③18：30
■料  小人（3歳～） 800円　一般 1,300円
　　親子ペア 2,000円　シルバー1,000円

■時  6月28日（金）午後７時開演
■料  一般500円　学生100円
　　当日ロビーにて

全4回

月　日　
６月６日㈭
20日㈭

７月４日㈭
18日㈭

内　　容
旧石器時代・縄文時代
弥生時代
古墳時代
飛鳥・奈良時代

■内
　水道局ブース・節水コマ無料配布・水道相談コーナー
　飲食ブース　・黒にんにくカレー・うどん・ジュース
　　　　　　　・三豊バーガー・クレープ　など
　その他ブース・取れたて野菜産直市・水道資材展示
　　　　　　　・みとよマルシェ　など

・水道週間作品コンクール表彰式
・高瀬子ども太鼓童響（どん）・詫間町吹奏楽団　など

・水道パイプで工作「水鉄砲作り」・きき水コーナー
・お楽しみ抽せん会・水出しコーヒー無料提供　など

回
1
2
3
4
5

時 間 内　　容
やさしいバイオ実験
讃岐の味を楽しむ
クリスマスフラワーアレンジメント
正月用寄せ植え作り
手打ちうどん作り

午前9時

～

正午

月　日
７月６日㈯
10月５日㈯
11月23日㈯
12月７日㈯
１月11日㈯

■日■程■お■よ■び■内■容

テントイベント

野外イベント

ステージイベント

山本 幸恵筒井 茂広堀尾 泰磨

■場笠田高等学校
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相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ

■時 6月29日（土）
　午前10時～11時30分
■場香川高等専門学校詫間キャンパス
■内子どもたちをネット被害から守る
　ための用語や知識を学ぶ
■数 30人（先着順）
■受６月３日（月）～25日（火）まで
■申■問香川高等専門学校詫間キャン
　パス　☎83－8507

　

■時６月15日（土）午後６時
　　　16日（日）午後２時・６時
■場四国学院大学
■料事前予約の場合
　一般3,000円、学生2,500円
■問四国学院大学　☎0877－62－2208

■時６月30日（日）午前9時～午後5時
■場宗吉かわらの里展示館
■内入館料と粘土工作「貯金箱作り」
　が無料（工作受付は午後3時まで）
■問宗吉かわらの里展示館　☎56－2301

■時６月24日（月）～30日（日）
　午前８時30分～午後７時

※土･日曜日は午前10時～午後5時
■相■談■員人権擁護委員または高松法
　務局職員
■相■談■電■話■番■号　　0120－007－110
■問高松法務局　☎087－815－5311

　商工会が発行する商品券を、デザ
インも新たに販売します。取扱店も
539店舗に増えて、ますます充実した
市商品券をご利用ください。
■発■行■券１冊１万円
　（１冊に500円券１枚付き）　
　※１人10冊まで
■発■行■冊■数１万冊
■発■売■日■・■場■所
　７月７日（日）
　午前9時～午後3時
　市商工会各事務所
　8日（月）以降は商工会営業日の販売
■有■効■期■限
　平成26年１月６日（月）
■問市商工会　☎72－3123

　三豊警察署では、来日外国人が
安心して生活できるように、防犯指
導や交通安全指導を行うとともに、
不法滞在者等の悪質な外国人に対
する取り締まりを積極的に行ってい
ます。
　外国人を雇用するときには、必ず
パスポート等で「在留資格や在留期
間」の確認をお願いします。
■問三豊警察署　☎72－0110

■時６月22日（土）
　午後2時～4時　
■場三豊市役所  西館
■料一般1,500円
　会員1,000円
■数 30人（先着順）
■講ボロチナ・サーシャ（ロシア出身）
■受６月20日（木）まで

　姉妹・友好都市からの中学生を
受け入れるホストファミリーを募
集しています。家族の一員として
迎え入れるので、特別なおもてな
しはいりません。
　日常生活を通してお互いの文化
や習慣を共有できるこの機会に、
気軽に国際交流をしてみませんか。

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 6日（木）
13日（木）
7月4日（木）
6月18日（火）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10:00～11:30
13:30～15:00

日　程 場　　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター

　7日（金）
24日（月）

日　程 時　間 場　　所
仁尾庁舎
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
三野町保健センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

3日（月）
11日（火）
13日（木）
14日（金）
19日（水）
20日（木）
26日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

日　程 時　間 場　　所
高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
市民交流センター
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
山本町保健センター

13:30～15:00

11日（火）
12日（水）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
25日（火）
28日（金）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

13:00～15:00
10:00～12:00
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00

高瀬町農村環境改善センター
財田庁舎
豊中町保健センター
三野町社会福祉センター
山本庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

3日（月）
4日（火）

5日（水）

10日（月）
11日（火）
14日（金）

10:00～15:00

10：00～11：30 たかせ人権福祉センター

高瀬町農村環境改善センター
※対象地域は三野町、豊中町、詫間町、仁尾町  

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の
　農業者  

高瀬町農村環境改善センター
※登録商標や企業・技術紹介の相談

13：30～16：00

13:00～16：00
（要予約）

9：30～15：00
（要予約）

詫間福祉センター
財田庁舎
山本町農村環境改善センター
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター
仁尾庁舎
豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター

　1日（土）

3日（月）

5日（水）
10日（月）
19日（水）

行政相談

人権相談

職業相談

農事相談

就農相談

知的財産
技術相談

総務課　☎73－3000
または各支所

産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎72－2501

人権課　☎73－3008
または各支所

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

17日（月）

7日（金）

11日（火）

19日（水）
20日（木）
21日（金）

イベント

月のお知らせ6保健・相談

その他

演劇公演「て」

宗吉かわらの里展示館無料開放デー

公開講座
「インターネット有害対策」

プレミアム付商品券の
販売開始

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

みずた内科
羽崎病院
　久保歯科医院
細川病院
高室医院
　ウキタ歯科医院
大西医院
小林整形外科医院
　三宅歯科医院
池田外科医院
宮崎内科医院
　さいとう歯科医院
安藤内科医院
中央クリニック
　小川歯科医院
多田医院
今滝医院
　タカシ歯科クリニック

2日（日）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

30日（日）

7月7日（日）

詫間町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
観音寺市
山本町
観音寺市
山本町
豊中町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
観音寺市

83－7218
25－3382
52－2009
83－2211
25－8311
23－3123
63－2081
25－7311
63－8500
62－3151
25－1280
27－9328
72－5018
25－0755
54－5118
83－2121
27－6218
24－4618

※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

ロシア文化講座
　「マトリョーシカ作り教室」

外国人ゲストの
ホストファミリー募集！

▲

申し込み・問い合わせ
三豊市国際交流協会　☎56－5121

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

少年相談

（少年育成
センター）

☎62－1116

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション
日　程 時　間 場　　所

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30

6日（木）

10日（月）

11日（火）

19日（水）

21日（金）
25日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
三野町保健センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間

外国人の不法滞在・不法就労
防止にご協力を

4月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数 24件（－21）死者数 ０人（±0）負傷者数 28人（－30）

７月1日（月）口座振替日および納期限

（4月受付分）心温まる贈りもの
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・順不同）
社会福祉協議会へ

みとよ未来技術基金へ

高瀬町
山本町
詫間町

安藤　精哲
白川　順子
宮脇　敏弘

財田町
財田町
坂出市

藤下　博文
林倉　　隆
松尾　義幸

高瀬町カラオケ同好会　高瀬町
NPO法人かがわ子育て親育ちの会　丸亀市

綾　　和之　　三野町
曽保小学校へ
浅野　彰英　　仁尾町

☆納付には口座振替が便利です。
☆全期前納の人で口座振替ができなかった場合は、期
　別振替に変更となりますのでご了承ください。
☆納期限内に納めましょう。

税務課からのお知らせ

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

■督促手数料■
　地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は「納期限後
20日以内に督促状を発しなければならない」ことになっています。
市では、このことを受けて督促状を発送し、条例により督促手数料
を徴収することと定めています。

　６月は、市県民税普通徴収分（全期前納および第1期分）
の納付月です。

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

日　程 時　間 場　　所
詫間福祉センター
山本町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館

9：30～11：00

6日（木）
12日（水）
14日（金）
17日（月）
18日（火）

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

※財田町国保高齢者保健福祉支援センター、高瀬町公民館の健康相談はお休みです
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❶おなまえ❷生年月日❸両親の名前（町名）
❹メッセージ

対象 日程 受付時間 場所
４･10カ月児健診

（平成25年2月生まれ）
（平成24年8月生まれ）

18日（火）

13：30
～

13：50

三野町保健センター

25日（火） 豊中町保健センター

1歳6カ月児健診
（平成23年11月生まれ）

5日（水） 豊中町保健センター

19日（水） 三野町保健センター

3歳児健診
（平成21年11月生まれ）

  6日（木） 豊中町保健センター

13日（木） 三野町保健センター

対象 日程・時間 場所

1歳未満児を持つ家族
（希望者は17日～26日までに
電話でお申し込みください）

 7月3日（水）
10：30～11：30

三野町
保健センター

対象 日程・時間 場所

10カ月～3歳（市内在
住）の子どもと保護者
（申し込み不要）

24日（月）
10：00～11：00

仁尾地域
子育て支援センター

乳幼児健診

◎乳幼児健診はお子さんの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

離乳食講習会

楽しい歯磨き教室

対象 日程・時間 場所

18歳未満の子どもと
その保護者
（希望者は24日までに電話で
お申し込みください）

 25日（火）
13：30～15：00

三野町
保健センター

◎県の専門員が相談に応じます  ◎保護者のみの相談も可能です

◎託児あり（申し込み必要）

◎持参物　歯ブラシ、ティッシュ

児童相談

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

子育てするなら子育てするなら三豊が一番！三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ子 どど もも 子 育 て 笑 顔 の み と よ顔顔顔 の

ここ み笑 通信え

ふぉとぎゃらりぃ 6月
生まれ

❶
❷
❸
❹

塩
しおた

田　華
かれん

恋ちゃん
2012年6月11日
幸司・恵子（詫間町）
1歳おめでとう♪華
音お姉ちゃんと仲
良く元気に育って
ね♡

❶
❷
❸
❹

河
かわた

田　陽
はるせ

成ちゃん
2012年6月6日
章仁・幸子（仁尾町）
毎日笑顔をありが
とう。楽しさをあり
がとう。幸せをあり
がとう。

❶
❷
❸
❹

大
おおや

矢　清
せいしん

心ちゃん
2012年6月7日
英樹・由香（財田町）
清心1歳おめでと
う！ニコニコ笑顔で
大きくなあれ♡

❶
❷
❸
❹

白
しらい

井　大
はると

翔ちゃん
2012年6月21日
直樹・奈津（高瀬町）
お誕生日おめでと
う！大翔くん。笑顔
と思い出いっぱい作
ろうね♡

市内在住で、満1歳の誕生日を迎え
る愛どるを募集しています。8月生
まれで掲載を希望する人は6月10日
（月）～28日（金）の期間に市ホーム
ページから申請書をダウンロードし、
必要事項を記載の上、写真（データ
可）を添えて 、秘書課まで持参して
ください。▲

申し込み・問い合わせ
　　　　　　 秘書課　☎73－3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業目的等に
　利用することを禁じます。

8月生まれの

6 月以降の児童手当を受けるには現況届の提出
が必要です。現況届は、毎年 6月 1日の状態を把
握し、6月分以降の児童手当を引き続き受ける要
件（児童の監督や保護、生計同一の関係など）を
満たしているかどうかを確認するためのものです。
対象者には 6月上旬に現況届の用紙を送付しま
すので、次のとおり提出してください。
※提出がない場合は 6月以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください

6 月 28 日（金）
子育て支援課
郵送または持参

※児童の住所が市外にある場合は、別居監護申立
書および住民票（児童を含む世帯全員のもの）
が必要です

・現況届　・健康保険証の写し（受給者本人）
・所得課税証明書（平成 25年 1月 1日に三豊市に
　住所がなかった人のみ）

6月は「児童手当」現況届の
提出月です

ウィズの会
〈発達障がい児（者）保護者の会〉
日 時
場 所
内 容
対 象

▶申し込み・問い合わせ
　西讃保健福祉事務所　☎ 25－2025

6 月 13 日（木）午前 10時～正午
西讃保健福祉事務所
情報交換会
発達障がいの子どもをもつ保護者

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎ 73－3016

提出期限
提 出 先
提出方法
必要書類

病児保育が加わり、施設も新設！

病児・病後児保育事業が 6月から始まります
子どもが病気になった時、看護のために、仕事を休んだりした経験はありませんか。そんな時のために
三豊総合病院内の専用保育室「わたっ子保育園」では、6月3日（月）から新しい事業を始めます。

病児・病後児保育ってなあに？

利用方法や時間、料金は？

保育の内容は？

子どもが病気または病気の回復途中にあり、保護者の就労などの
理由から家庭保育を行うことが困難な場合に、医療機関に併設され
た専用の保育室で日中子どもを預かり、保育・看護することです。
対象は生後 6カ月から小学校 3年生までの子どもで、定員は 1
日 3人程度です。保育士と看護師が子どもの保育と看護を行うので、
家族の皆さんも安心して仕事などに行くことができますよ。

「わたっ子保育園」に電話などで、前日までに予約してくだ
さい。緊急の時は当日申し込みもできます。診察し受け入れが
可能であれば、平日の午前 8時 30分から午後 5時 30分まで、
保育を行います。
市内の人は 4時間未満 1,000 円、4時間以上は 2,000 円、
昼食・おやつ代が 500円となっています。第 3子以降で 3歳
未満の子どもは利用料が無料になることがあります。詳しくは、
子育て支援課までお問い合わせください。

看護師・保育士が症状の記録・検温・投薬・下着やおむつ交換など、
子どもの状態に応じた看護・保育をします。感染症の 2次感染を防ぐ
ため、保育室2部屋と静養室1部屋の計3部屋を用意しています。

▶問い合わせ　
子育て支援課　☎ 73－3016
三豊総合病院企業団病児・病後児保育室
わたっ子保育園　☎ 52－6620

おやつは 1日 2
回。昼食・おや
つともアレルギ
ー対応できるの
で安心ですよ

保育士　細川千尋さん

保育士　近藤絢加さん

看護師　石川直美さん

保育士　矢野理紗さん

Q
A

Q
A

Q
A

子どもの 1 日
の様子を記録し
てお渡しします
ので、帰ってか
らも安心ですよ

トイレやベッド、シ
ャワースペースの
ほか、おもちゃや絵
本も充実。安全設
計だから安心です

安心して預けて
もらえるよう資
格を持った保育
士と看護師が対
応します

4 月生まれの4月生まれの
赤ちゃん

35人

はじ
めましてはじ
めまして

（（男の子19人男の子19人
女の子16人女の子16人））



発
行
・
編
集　

三
豊
市
役
所
総
務
部
秘
書
課

香
川
県
三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
2
3
7
3
番
地
1　

 

0
8
7
5 （
7
3
） 

3
0
0
1

編
集

後
記

円
安
で
喜
ん
で
い
る
人
、
苦
し
ん

で
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
漁
師

さ
ん
は
全
般
的
に
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

る
経
営
の
圧
迫
に
気
を
も
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
を
お

勧
め
し
て
く
れ
る
時
は
自
慢
の
魚
に
目

が
輝
き
ま
す
。
漁
師
さ
ん
の
真
剣
な
作

業
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
魚
を
食
べ

残
す
な
ん
て
罰
当
た
り
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
旬
の
魚
の
美
味
し
さ
を
味
わ

っ
て
最
後
の
一
口
ま
で
綺
麗
に
食
べ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
合
併
を
す
る
に
あ
た
っ
て
各
地

区
に
説
明
会
を
し
て
回
り
ま
し
た
が
、

当
時
、
国
が
合
併
を
勧
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
村
民
か
ら
は
特
に
大
き

な
反
対
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
」
と
豊
中
村
の
合
併
の
経
緯
を

知
る
元
職
員
、
野
田
豊
さ
ん
（
91
）。

「
昭
和
31
年
に
は
、
新
し
い
庁
舎
が

今
の
豊
中
庁
舎
の
あ
る
場
所
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
合
併
を
し
て
、
道
や

川
を
広
げ
た
り
、
陣
山
の
開
発
な
ど

大
き
な
工
事
が
で
き
た
こ
と
は
地
域

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
は
自
転
車
に
鑑
札
が
つ

い
て
い
て
自
転
車
税
が
か
か
っ
て
い

て
、
通
勤
も
自
転
車
で
し
た
。『
公

用
車
に
』
と
故
大
平
正
芳
元
総
理
大

臣
が
大
き
な
車
を
寄
付
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
だ
れ
も
免
許
を
持
っ

て
い
な
く
て
乗
れ
な
か
っ
た
の
が
申

し
訳
な
か
っ
た
で
す
」

ま
た
、
こ
の
庁
舎
で
働
い
て
い
た

元
職
員
の
80
代
女
性
は
当
時
を
こ
う

振
り
返
り
ま
す
。「
今
の
よ
う
な
計

算
機
や
コ
ピ
ー
機
の
な
い
時
代
。
印

鑑
証
明
や
戸
籍
抄
本
は
す
べ
て
墨
汁

で
手
書
き
で
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

常
に
間
違
い
が
な
い
か
不
安
で
し
た

し
、
指
は
え
ん
ぴ
つ
だ
こ
で
痛
か
っ

た
で
す
よ
。
全
員
の
戸
籍
の
情
報

を
書
く
戸
籍
謄
本
の
発
行
に
な
る
と
、

職
員
で
手
分
け
し
て
必
死
で
書
い
て

い
ま
し
た
ね
（
笑
）。
お
客
さ
ん
も

待
ち
遠
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
税

の
申
告
も
計
算
は
そ
ろ
ば
ん
で
書
類

は
手
書
き
で
し
た
か
ら
、
終
わ
る
の

は
夜
中
の
12
時
。
そ
れ
か
ら
整
理
を

し
て
帰
る
と
夜
が
明
け
て
い
る
な
ん

て
こ
と
も
ザ
ラ
で
し
た
。
村
民
と
は

顔
な
じ
み
で
、『
元
気
な
ん
な
』
と

今
で
も
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

昭和30年3月31日、桑山村、比地大村、笠田村、上高野村、本山
村が合併し豊中村になりました。昭和31年5月に新庁舎が完
成するまで、旧笠田村役場が豊中村役場として利用されました。豊中村役場

懐かしの1枚

pageeeee 6蘇る一瞬 みとよ写真帳
広
報
み
と
よ
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年
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月
１
日
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